
日

郷土を愛し、
明るい市づくりにつとめる。

学校、家庭、社会の教育において、郷土を愛する

心を培う。
市づくりの権利と責任が市民一人一人にある乙と
をお互いに自覚する。(大洲市民憲章)

2 0 昭和 49年 11月

。
。

第 225号

人 口 01月 1日)

人口 38，481人
男 18，271人女

世帯数 10，450世帯

面積 240パ3平方キロメートル

発行大洲市役所

編集総務課

20，210人
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市 の

護員4 税険

に
す
る
連
動
を
推
進

{果

9，331 

17，iOO 

1 3 

自
宅
で
の

少ι

ω就
寝
場
所
の
選
定

ア

老

人

、

子

供

、

病

人

な

ど

は

、

火

一

死

災
の
犠
牲
に
な
り
や
す
い
の
で
一

ω避
難

施

設

の

確

認

状

一

避
難
の
し
や
す
い
場
所
へ
寝
か
せ
一
ア
宿
泊
や
入
院
す
る
と
き
は
、
あ
ら
生
一

る

。

一

か

じ

め

避

難

方

向

、

階

段

の

位

置

捷

一

2

イ
二
階
以
上
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
ロ
一
避
難
器
具
(
救
問
袋
e

は
し
ご
等

U
「
U

1
プ
、
は
し
ご
等
避
難
器
具
を
用
一
)
を
確
め
て
お
く
o

枕
町
|

意
し
て
お
く
o

一
イ
非
常
ベ
ル
や
異
常
に
気
づ
い
た
配
寸
介J

ク
火
災
の
と
き
避
難
の
場
所
を
あ
ら
一
ら
一
秒
も
は
や
く
屋
外
へ
避
難
す

4

};. ~IH "i 

いハ!刷¥同!市i 火き

た 火 乾 七 モ 火 石 フ 危 漏 消.放

;同厚長 厚「 i由 ロ 険
ス ノf

[ま 遊
ロ三凡λ 火(f 

な
ト ン 物 し の

タ ガ、 ヲ|
」 び {詣ち わ フ ス 火 電 炭|火 f也
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火災の原因

千
人
の
選
手
が
熱
戦
を
麗
関

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
終
わ
る



(2) 日20 

飲
酒
運
転
追
放
拘
臼
運
動
実
施

和 49年 11月昭事毘雄三干狩捗帽ヲ三第 225号

る 実放問月にか会

話主計五15芸
君主 E霊葉三警皇雲皇
雪支援 E霊具臣宅芸者
し )りしの日す飲酒か
さ 飲まて「まる滑にけ
を岨レ 飲でた i霊視で

需重ち告霊2R事長崎
主主 存重吉主語雲差

住之z-zzJ酉苦言出雲
ょ んきたレ運宋貝合みい運 l熔

弓害史家宗管理 2会。ちで
飲キ事。玄{共すで τは

iSF誇1i
主をさはは に時
ヌ国保子つ つ Y四

放主ぎと酒 い':'f

交差点では左右の確認と除行運転を

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

運
転
者
は

一
、
飲
酒
す
る
会
合
に
は
車
を
運
転
し

て
い
か
な
い
。

二
、
飲
酒
し
た
場
合
は
絶
対
に
運
転
レ

な
い
。

人
親官レ
子梓E
は一
回

や

の
Jし、

を

円

jj
 

H
i
s
 

法
務
省
で
は
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
一
国
民
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
基
本
的
人
権

日
ま
で
の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
一
を
尊
重
す
る
気
持
を
身
に
つ
け
、
と
く

定
め
、
乙
の
期
間
中
は
、
と
く
に
世
界
一
に
親
子
は
思
い
や
り
の
必
を
持
っ
て
接

人
権
宣
言
一
の
精
神
の
周
知
徹
底
と
、
人
一
す
る
よ
う
必
が
げ
ま
し
ょ
う
。

権
思
想
の
普
及
高
揚
を
は
か
る
た
め
、
一
も
し
、
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は

一
い
ろ
い
ろ
な
記
念
行
事
を
行
い
ま
す
。
一
遠
慮
な
く
次
の
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は

一
と
の
人
権
週
間
を
機
に
あ
ら
た
め
て
一
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
額
は

8
1
!
!
!
!
!
!
!
!
?
8
4ミ
h
h
y
h
iミ
h
h
h

一
守
り
、
無
料
で
ご
相
談
に
応
‘
じ
て
い
ま

一
配
達
が
難
し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
一
す
。

年

賀

郵

便

は

一

の

で

警

と

も

十

二

月

十

五

日

ま

で

に

一
お
出
レ
く
だ
さ
い
。

口
月
刊
μ
日

ま

で

に

一

郵

便

番

号

は

正

確

に

一
郵
便
番
号
が
書
い
で
あ
り
ま
す
と
、

十
二
月
に
な
り
ま
す
と
年
賀
状
、
贈
一
の
受
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
一
郵
便
番
号
読
取
区
分
機
で
ス
ピ
ー
デ
ィ

答
用
小
包
、
一
般
の
郵
便
物
な
ど
大
量
一
早
自
に
書
い
て
元
旦
に
は
先
方
に
届
一
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

の
郵
便
物
が
だ
さ
れ
ま
す
。
一
く
よ
う
、
遅
く
と
も
十
二
月
二
十
二
日
一
ま
た
、
手
で
区
分
け
す
る
場
合
に
不

こ
の
郵
便
物
を
処
理
す
る
た
め
一
最
大
一
ま
で
に
お
出
レ
く
だ
さ
い
。
一
慣
れ
な
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
能
率
を
あ
げ

の

努

力

を

つ

く

し

ま

す

が

、

市

民

の

み

一

小

包

は

一

る

と

と

が

で

き

ま

す

。

な

さ

ん

も

年

末

の

郵

便

利

用

に

つ

い

て

一

一

郵

便

番

号

を

書

い

て

い

た

だ

け

れ

ば

次
の
点
に
と
協
力
く
だ
さ
い
。
一
口
月
刊
日
ま
で
に
-
都
道
府
県
名
は
需
で
き
ま
す
。

一
年
末
に
は
贈
答
用
を
中
心
と
レ
て
、
一
あ
て
名
は
正
レ
く
番
地
ま
で
、
棟
、

年

賀

状

は

一

一

一
平
常
の
三
倍
も
の
小
包
が
差
し
出
さ
れ
一
室
番
号
、

0
0様
方
な
ど
肩
書
き
を
忘

臼

月

花

田

ま

で

に

一

ま

す

。

一

れ

ず

に

お

雪

円

」

く

だ

さ

い

。

今
年
も
十
二
月
十
五
日
か
ら
年
賀
状
一
年
賀
状
の
処
理
と
か
さ
な
っ
て
年
内
一
大
洲
郵
便
局

週
兵
頭
義
高

大
野
照
雄

上
岡
和
雄

清
水
友
之

楠
野
嘉
明

(
中
村
)

(
平
野
)

(
大
川
)

(
新
谷
)

(
八
多
喜
)

農

事

メ

果

樹

か
ん
き
つ
の
採
収

と
貯
蔵

か
ん
き
つ
は
、
着
色
し
た
も
の
か

ら
二

1
三
固
に
分
け
て
、
分
割
採
収

し
ま
す
が
、
遅
く
て
も
十
二
月
十
日

頃
ま
で
に
採
収
を
終
る
よ
う
に
レ
ま

し
ょ
う
。
は
っ
さ
く
等
は
寒
波
の
襲

来
に
注
意
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け

着
色
を
す
す
め
て
か
ら
、
十
二
月
下

旬
頃
に
採
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

貯
蔵
は
、
古
了
一
一
一
一
平
方
メ
ー
ト
ル

(
坪
当
り
)
0
・
八

t
一・

0
ト
ン

と
し
、
多
く
入
れ
過
ぎ
な
い
よ
う
に

申自申税所

;ii i官
めや度し皆

同警乞豆急

iii Ai 
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室長住皇
室史容望号
宅蓄量 3芸
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愛
煙
県
指
定
天
然
記
念
物

金
竜
寺
の
イ
チ
ョ
ウ

所

有

者

西

禅

青

色

申

告

の
特
典

モ

要
な
闘
が
多
い
よ
う
で
す
。
四
メ
ー

ト
ル
植
え
に
し
た
国
の
多
く
は
五

t

六
年
生
で
枝
が
交
差
し
て
く
る
の
で

乙
の
時
が
間
伐
の
時
期
で
あ
り
ま

す
o

間
伐
し
た
年
は
、
収
量
が
や
や

少
い
も
の
で
す
が
、
二
年
目
か
ら
は

む
レ
ろ
収
量
が
増
加
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
密
植
の
ま
ま
放
置
す
る

と
、
次
第
に
、
下
校
が
枯
れ
、
病
虫

害
の
増
加
に
よ
り
、
収
量
が
減
少
し

ま
す
。
間
伐
の
程
度
を
軽
く
す
る
意

味
で
、
縮
伐
を
行
っ
て
い
る
園
も
あ

り
ま
す
が
、
縮
伐
の
程
度
が
軽
い
と

こ
t
三
年
で
ま
た
密
樋
状
態
と
な
り

ま
す
。
む
し
ろ
間
伐
の
方
が
得
策
で

あ
り
ま
す
。
縮
伐
の
場
合
は
、
分
岐

部
よ
り
約
一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
所

ま
で
主
校
を
思
い
き
っ
て
切
り
下
げ

園

作

業

し
ま
し
ょ
う
。

機
械
油
乳
剤
の
散
布
。
採
収
後
、

樹
勢
の
回
復
を
ま
っ
て
散
布
。
温
州

み
か
ん
は
十
二
月
中
、
下
旬
。
は
っ

さ
く
等
は
十
二
月
下
旬
。
散
布
濃
度

は
油
分
二
%
、
豆
十
倍
に
う
す
め
、

虫
に
十
分
か
か
る
よ
う
散
布
す
る
。

落
葉
果
樹

せ
ん
定
。
十
二
月
か
ら
来
年
の
二

月
ま
で
が
、
せ
ん
定
時
期
で
あ
り
ま

す
。
梅
は
開
花
が
早
い
の
で
十
二
月

末
ま
で
に
終
り
た
い
も
の
で
す
。

く
り
は
、
せ
ん
定
よ
り
間
伐
の
必

寺
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一
交
通
事
故
相
談
日

一

ロ

月

川

目

印

時

i
m時

一
大
洲
市
役
所
第
一
会
議
室

次
の
方
々
が
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
一
人
権
相
識
日

に
、
ゃ
く
だ
て
て
く
だ
さ
い
と
ま
ご
と
一
ロ
月
初
日
目
時

t
m時

ろ
銀
行
へ
預
託
さ
れ
ま
し
た
。
一
回
大
洲
公
会
堂
内
社
会
福
祉
協

十

万

円

(

香

典

返

し

)

一

議

会

事

務

室

大
洲
市
大
酬
一
心
配
ご
と
刺
殺
日

長

岡

勝

子

一

ロ

月

2
日

日

時

1
日
時

十

万

円

(

香

典

返

し

)

一

9

凶

日

ヂ

大

洲

市

大

洲

一

ヂ

初

日

夕

福

原

行

俊

一

タ

お

日

9

一
万
七
十
四
円
一
回
大
洲
一
公
会
堂
内
社
会
福
祉
協
議
会

(
研
修
旅
行
の
と
づ
か
い
一
事
務
室

の

一

部

を

)

一

家

庭

児

童

相

談

日

大

洲

市

役

所

一

常

日

板

倉

博

道

一

市

福

祉

事

務

所

祖
母
井
純
子
一

藤
田
洋
子

お善
礼意

。〕

基
金
lζ 

有
機
質
肥
料
~
堆
肥
、
け
い
糞
等
は

年
内
で
も
早
く
施
レ
て
、
ま
作
法
効

性
の
化
学
肥
料
は
一

1
一
一
月
に
施
用

し
て
く
だ
さ
い
。

ツ
一
フ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
油
分
五

%
(
十
九
倍
)大

洲
農
業
改
良
普
及
所

10 

q 

12 

7 

7 

10 

10 

!月中旬I10 

q 

14 

12 

|月中旬

!月中旬

|月中旬

主|

り

し

)i;:どう

く

tJ. 

も
う

相
談
ご
と
案
内

交
通
事
故
防
止

に
寄
付

阿
蔵
の
武
内
諦
本
氏
が
交
通
事
故
に

あ
わ
れ
、
お
見
嫌
返
レ
の
三
万
五
千
円

を
突
通
事
故
防
止
に
す
と
し
で
も
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
、
市
に
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。市

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
乙
の
善
意

を
登
下
校
時
に
お
け
る
児
童
の
究
漏
出
事

故
防
止
に
役
立
て
る
た
め
、
自
治
班
棋

を
購
入
し
て
、
各
小
学
校
へ
配
布
す
る

こ
と
に
レ
て
い
ま
す
。

お
わ
び
十
月
場
掲
載
の
拠
出
年
金

給
付
の
老
齢
年
金
の
記
事
中
、
昭
和
二

十
五
年
と
あ
り
ま
す
の
は
、
昭
和
五
年

の
あ
や
ま
り
で
あ
り
ま
す
の
で
訂
正
し

て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

関
書
闘
庇
刷
m
M

l
新
刊
図
書
案
内

l

愛
媛
の
文
化
第
日

-
U
号

世
界
の
国
オ

1
ス
ト
ラ
刀
ア

重
要
文
化
財
印
絵
画
百

陽
明
学
便
覧
陽
明
学
大
系
ロ

現
代
推
理
小
説
大
系
6
高
木
彬
光

9
松
本
清
張

H

H

M

現
代
作
品
集

続
白
い
巨
塔
(
山
僻
豊
子
)

O
(ま
る
)
物
語
(
藤
本
義
一
)

珍
現
商
才

(

M

H

)

白
い
拳
燭
(
嵯
峨
島
昭
)

人
聞
を
売
る
(
黒
岩
重
苔
)

白
い
滑
走
路
(
ジ
エ

I
ム
ス
三
木
)

口
笛
を
ふ
く
時
(
遠
藤
周
作
)

女
の
気
持
(
上
)
(
平
岩
弓
柊
)

藍

の

季

節

(

グ

)

二
十
一
歳
の
父
(
曽
根
綾
子
)

ポ
ー
ク
ヰ
ノ
ヨ

y
パ
1
(筒
井
正
明
訳

パ
l
ピ
イ
・
ヤ
i
ル
(
平
田
恩
訳
)

干
す
じ
の
黒
髪
(
田
辺
聖
子
)

古

代

史

疑

(

松

本

清

張

)

父
吉
川
英
治
(
吉
川
英
明
)

汀
女
自
附
像
(
中
村
汀
女
)

大

放

浪

(

鈴

木

紀

夫

)

義
土
石
田
三
成
(
桑
田
忠
親
)

し
あ
わ
せ
に
つ
な
が
る
も
の
(
羽
仁

愛
の
め
ぐ
り
逢
い
(
安
井
か
ず
み

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
(
秦
砂
丘
子
)

乾
い
た
思
想
の
流
れ
(
加
藤
諦
三
)

星
座
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
(
藤
井
旭
)

ブ
y
h
F
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典

μ

少
年
少
女
世
界
の
名
作
文
学

6
イ
ギ
リ

J

ス
編
4
日
ア
メ
刀
カ
編
4

7

9

5

m

フ
ラ
ン
ス
一
編
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